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上越市の将来像【上越市第5次総合計画】(現在検討されている次期総合計画の内容に変更)
基本理念： （1）人を育むまちづくり、まちを育む人づくり （2）個性と調和、自立と共生によるまちづくり （3）次世代につなぐ持続可能なまちづくり
将来像： 海に山に大地に 学びと出会いが織りなす 共生・創造都市 上越

■現状と課題

全体構想

■将来都市像（仮） ■まちづくりの分野別方針（仮）■現状と課題 ■将来都市像（仮）

◆上越市の目指す将来像

「 （※キャッチフレーズにより将来像を表現） 」

■まちづくりの分野別方針（仮）

土地利用方針
・市街地（住・商・工） 農地 中山間地

１．人口・世帯
○人口減少・高齢化に対応したまちづくりの推進
○多様な公益機能を有する中山間部における集落の維持

◆将来像の考え方

市街地（住 商 工）、農地、中山間地
など、めりはりのある土地利用を実現

都市環境形成方針
各種景観（ 史的 文化的 自然的 都

これまで

２．産業
○中心市街地におけるにぎわいの再生
○工業 物流基盤の維持 強化 ・各種景観（歴史的、文化的、自然的、都

市的）の保全・維持
・環境負荷を軽減し、低炭素・循環型社会

を実現

これまで…
人口増加、産業の多様化等に対応する
ため、計画的なまちづくり（量的拡大）

○工業・物流基盤の維持・強化
○地域の基幹産業である農業の保全
○広域交通体系の整備を見据えた観光交流の拡大

を実現

市街地整備方針
・拠点性を高め、暮らしやすい市街地の整

進

これから…
人口減少、少子高齢化、厳しい財政状
況等に対応し 安心・安全に住み続けら

３．自然
○豊かな森林・水源資源の保全

備推進
・拠点を結ぶ骨格となる交通網の構築

都市防災方針

況等に対応し、安心・安全に住み続けら
れるまちづくり（質的向上）４．災害

○災害に強いまちづくりの推進

５ 交通 ◆人口・産業の将来見通し（※推計データなどを示す）

◆将来都市構造（※将来の拠点配置・都市軸の計画を図示）

＜市街地＞＜田園地域＞＜中山間地域＞

都市防災方針
・地震、水害、雪害、土砂災害等に強い都

市空間の整備推進
・大規模災害への対応力強化

５．交通
○広域交通整備の効果を活かしたまちづくりの推進
○環境にやさしく誰もが利用しやすい交通体系の実現

◆まちづくりの視点
視点①活力のあふれるまちづくりを推進

＜市街地＞＜田園地域＞＜中山間地域＞

都市施設整備方針
＜道路＞

６．土地利用
○市街地規模の適正化
○誰もが暮らしやすい生活拠点の構築

視点①活力のあふれるまちづくりを推進
・陸・海の交通ネットワークを活かし、上越地域の交通の要所にふさわしい拠点性のあるまちづくりを推進
・生活基盤整備や都市基盤ネットワークの最適化を推進し、住み続けられる環境づくりを目指す
・市内の工業集積地や物流拠点 、合併前の各町村で整備された産業団地の活用を目指す
・多様化・高度化する市民ニーズへの対応や、多様な主体との連携・協働を推進し、活力ある市民生活を持続的に支える

＜道路＞
・安全で快適な質の高い道路交通の実現
＜公共交通＞
・全ての人が安心して移動できる公共交通

７．都市基盤
○持続的な発展を支える都市基盤の整備推進
○時代の変化に対応した都市基盤の維持・更新 多様化 高度化する市民ニ ズ の対応や、多様な主体との連携 協働を推進し、活力ある市民生活を持続的に支える

・長期的な見通しの下、「選択と集中」により計画的な都市行政の運営を目指す

視点②新しい上越市としての拠点とネットワークを強化するまちづくりを
推進

の確保
＜港湾＞
・直江津港の有効活用
＜公園緑地＞

○時代の変化に対応した都市基盤の維持・更新

８．地区間のつながり
○14町村の合併を最大限に活かしたまちづくりの推進 推進

・14地区の特色を活かし、各地区の中心部や中心市街地における歩いて暮らせるまちづくりを推進
・加えて、拠点同士のネットワークを強化により14地区の連携と人的交流を促進し、全市の一体性を備えたまちづくりを目
指す

・各拠点と周辺地域の居住地域間のネットワークを強め、快適な居住生活をサポート

＜公園緑地＞
・多様なスポーツ・レクレーション空間の

確保
・水資源の保全

町村 合併 最大限 活 推

９．財政
○厳しい財政状況を踏まえたまちづくりの推進

■社会情勢変化（上位・関連計画に基づくキーワード）

視点③豊かな田園・自然と共生するまちづくり を推進
・上越市の特徴である豊かな田園環境を次世代に引き継ぎ、良好な景観と農業生産を維持
・多面的な機能を有する森林地域を保全し 自然環境と調和した生活や生産機能を確保する

＜河川＞
・水害の予防と河川環境の維持・保全
＜下水道＞
・生活衛生環境と水環境の保全

・環境変化、人口構造、財政状況等の変化への対応
・選択と集中
・災害リスクの高まり、顕在化への対応
住民 NPO 民間企業など 主体的な取組 対応

多面的な機能を有する森林地域を保全し、自然環境と調和した生活や生産機能を確保する
・自然環境の維持保全や限りある資源の有効活用に取組み、環境にやさしいまちづくりを目指す

視点④災害に強いまちづくりを推進
上越市の気候や地勢に配慮し 水害や雪災害 地すべり災害などによる被害を軽減し 市民の安心 安全の確保するた

生活衛生環境と水環境の保全

・住民、NPO、民間企業などの主体的な取組への対応
・交流機能の強化

・上越市の気候や地勢に配慮し、水害や雪災害、地すべり災害などによる被害を軽減し、市民の安心・安全の確保するた
め、官民連携による災害に強いまちづくりを目指す

・大規模災害への備えや市民の防災意識向上を図り、市民が安心・安全に暮らし続けられるまちづくりを推進する

※青字部分：今回議論する項目
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